
                                                                                           

 

 

 

 

 

 

  

元気いっぱいの１年生２６名を迎え、全校児童１８１人で令和６年度がスタートしまし

た。新しい学年に張り切っていることと思います。その反面、緊張と疲れから体調を崩

しやすくなるのもこの時期です。「早寝・早起き・バランスのよい食事」を基本に、健康

管理に十分気を付けるようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

☆ 本日配付した「保健関係文書の配付・記入について（お願い）」の裏面に今年度の定

期健康診断日程が記載されています。予定されている日に受けられるよう、体調管理

をお願いします。 

☆ 保健関係の問診票等は、本日 4 月８日（月）に配付、提出期限が４月１１日（木）で

す。記入後、保健用連絡袋（黄色の封筒）に入れて学校へ提出お願いいたします。 
 

 

 

 

 

上記の感染症の診断を病院から受けた場合、他の子どもたちへの感染を防ぐため登校できませ

ん。この場合「出席停止」となります。登校するためには、「登校許可書」または「療養解除届」

が必要になります。用紙は学校にあります。また、学校ホームページからダウンロードすること

もできます。登校の際には、学校へ提出してください。 

 感染症が流行する・咳等の症状が強い場合には、マスクの着用を推奨する場合もあり

ますので、ランドセルの中にマスクの予備を２～３枚入れておくようにお願いします。 
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検診の結果、治療や精密検査の必要がある場合には、後日「結果のお知らせ」をお届けします。

早めに専門医療機関での受診をお願いします。なお、身体計測結果について

は、「わたしのけんこう」（緑色のカード）でお知らせします。 

 

頭痛、腹痛等、具合が悪くなったとき 

３７．５℃以上の発熱や嘔吐があった場合には、直ちに早退となります。また、頭痛や腹痛等、

具合が悪くなり保健室で休養する場合は、１時間を目安とします。それでも回復の見込みがない

場合には、基本的に早退となります。その場合には、担任または養護教諭が保護者へ連絡をさせ

ていただきますので、学校へのお迎えをよろしくお願いします。 

学校でけがをしたとき 

けがの症状によって、医療機関で受診したほうがよいと判断した場合には、

保護者に連絡させていただきます。 

原則、学校で医療機関に連れていきます。保護者は医療機関に駆けつけていただきます。 

【日本スポーツ振興センター災害給付制度】 

学校管理下（登下校時も含む）でのけがなどに対して、かかった医療費が給付される制度が

あります。保護者の方から負担していただく共済掛金は児童一人あたり 460 円(年額)になりま

す。 支払いは、学級費からの一括納入です。現金での徴収はありません。 

総医療費 5,000 円以上（保険証を使用して３割負担の場合に、病院等での支払いが 1,500

円以上）の場合に給付対象となります。この場合は、医療費助成制度（子どもの医療費助成・

ひとり親家庭医療費助成）を使わず、健康保険証により一部負担金でお支払いください。後日、

手続きをすると負担された金額が口座へ入金されます。学校でけがをし、おうちでの経過観察

後に医療機関にかかったような場合は学校にお知らせください。必要な書類をお渡ししますの

で、医療機関から記入していただいてください。 

 

登校前や帰宅後にお子さんの様子を見て、いつもと違ったところがないか、(熱・顔色・食欲な

ど)確認してください。ご家庭での「健康観察」は、病気の早期発見につながるとともに、お子さ

んが安心して学校生活を送るためのケアにもなります。様子が違う場合には、学級担任にお知ら

せください。 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

よろしくお願いします！ 
養護教諭の米原 優奈（よねはら ゆうな）です。 

保健室では、子どもたちの健康と成長を守る手助けをしていきます。 

何か健康面でご心配な事がありましたら、お気軽に保健室へお声掛け

ください。 


